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積極的に表現する授業づくり
-音楽の授業を通してー
学習開発コース(10220915) 三 津 和 沙
音楽科の授業における「表現J に着目し， 自分の内にある思いを， 人の目を気にせず，
より楽しく存分に表現できるようにするための教師の手立てを研究する。 文献研究と授業
実践から， 音楽科では①「表現J と「鑑賞jが常に一体化していること，②他者とのかか
わり合いにより， よい人間関係を構築すること， ③基礎・基本の定着， ④表現の楽しさを
知るための心と身体を開放させる活動の4点が大切であることが明らかになった。









































真鍋 (199 4)は， r音楽の授業においては， 表
現したいという想いを持たせ， 安心して表現でき
るよう配慮し， 表現してよかった満足感を残すこ

































図 1 . 表現者と鑑賞者の好ましい関係
(3 ) かかわり合うことの大切さ
佐藤 (199 4) は， 自らの授業実践を通して， 次
のことを述べている。「声を出す，口を開けること
は 自然なことであるが， 学年が進むにつれて， 勇
気が必要になる。 自分の想いをそのまま声に出し
て表現できる喜びと友達と声を合わせる喜びを感
































































と考える。 一方「表現」とは， í心的状 態・過程ま
たは性格・志向・意味など総じて精神的・主体的
なものを，外面的・感性的に形象として表すこと。 」
とされている。 このことから， í表現Jは， 表現者
自身が， 思いや意図を持って 自らの意思で内面を
表すものであると考える。 つまりその目的の先に








































































































いた。 発表した後の子どもたちは， 1曲に 自分た
ちの思いを乗せて表現できた満足感に満ちていた




























































































































































































る姿だと感じた。 「楽しかった! J rやってよかっ
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